
　

は
じ
め
に

　

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

が
地
方
創
生
を
担
う
人
材
の
育
成
と
地
域

活
性
化
の
実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
学

ぶ
場
と
し
て
実
施
す
る
「
地
方
創
生
実
践

塾
」
の
第
１
回
が
６
月
24
日
（
水
）
か
ら

26
日
（
金
）
の
３
日
間
、
宮
崎
県
綾
町
で

開
催
さ
れ
た
。

　

梅
雨
時
の
開
催
で
生
憎
の
雨
模
様
の

中
、
宮
崎
県
内
は
も
と
よ
り
九
州
、
沖
縄
、

遠
く
は
関
東
圏
か
ら
自
治
体
職
員
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
地
域
づ
く
り
団
体
等
28

人
の
受
講
者
が
参
加
し
た
。

　

綾
町
（
平
成
27
年
３
月
末
現
在
・
人
口

７
３
１
１
人
）
は
、
宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
面
積
の
約
80
％
が
森
林
で
占

め
ら
れ
て
い
る
。
全
国
各
地
で
天
然
林
が

伐
採
さ
れ
て
い
た
昭
和
40
年
代
か
ら
、
い

ち
早
く
森
林
保
護
に
取
り
組
み
、
自
然
本

来
の
生
態
系
を
残
す
日
本
最
大
の
照
葉
樹

林
帯
を
守
っ
て
き
た
。
昭
和
57
年
に
は
九

州
中
央
山
地
国
定
公
園
に
指
定
、〝
自
然

生
態
系
を
生
か
し
育
て
る
町
に
し
よ
う
〟

と
い
う
町
憲
章
の
も
と
自
然
と
共
生
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
践
し
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
基
幹
産
業
と
な
る
農
業
に
お
い

て
も
、
農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
資
源

循
環
に
よ
る
豊
か
な
土
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
有
機
農
業
の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
昭
和
63
年
に
全
国
で
は
じ
め
て
「
自

然
生
態
系
農
業
条
例
」
を
制
定
し
、
有
機

農
産
物
、
畜
産
物
、
手
作
り
の
工
芸
品
な

ど
綾
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た
。

　

平
成
24
年
に
は
、
国
内
で
32
年
ぶ
り
と

な
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受

け
た
ほ
か
、
近
年
で
は
綾
ブ
ラ
ン
ド
の
特

典
を
付
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
（
２
０
１
４

年
度
実
績
・
約
10
億
円
）
が
好
評
で
全
国

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
町
で
あ
る
。

　

綾
町
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
づ
く
り

の
手
法
と
、
そ
の
成
果
、
現
状
の
課
題
等

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
応
じ
た
活
性
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
、

受
講
者
と
各
地
域
の
地
域
づ
く
り
の
実
態

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
い
、
最
終
的
に

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
ん
な
事
業
計

画
を
企
画
す
る
の
か
を
考
え
る
と
い
う
内

容
で
研
修
は
行
わ
れ
た
。

講
義
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
１
日
目
）：
綾
町
の
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て
長
所
と
課
題
を
共
有

　

初
日
、
主
任
講
師
の
石
田
が
綾
町
の
概

要
に
つ
い
て
述
べ
た
後
、
宮
崎
大
学
教
育

文
化
学
部
の
根
岸
准
教
授
が
経
済
学
的
な

視
点
か
ら
綾
町
の
状
況
に
つ
い
て
事
例

報
告
。
株
式
会
社
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ッ
ト

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
の
代
表
取
締
役
社
長

中
島
氏
か
ら
、
綾
町
の
集
落
に
お
け
る
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
中
島
氏
は
住
民

が
如
何
に
〝
当
事
者
意
識
〟
を
持
て
る
か

と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。

　

次
に
〝
当
事
者
〟
で
あ
る
、
綾
町
上
畑

地
区
公
民
館
長
・
小
西
氏
か
ら
綾
町
の
自

治
公
民
館
制
度
と
上
畑
地
区
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

初
日
の
白
眉
は
講
師
の
全
員
参
加
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。
石
田
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
前
出

の
３
人
に
加
え
、
２
日
目
の
講
師
と
な
る

綾
町
の
照
葉
樹
林
文
化
専
門
監
・
河
野
氏

と
、
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
シ
ー
ド
カ

ル
チ
ャ
ー
の
早
川
氏
が
加
わ
っ
た
５
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
論
議
は
、
綾
町
の
長

所
を
語
る
だ
け
で
な
く
、
現
状
抱
え
て
い

る
課
題
や
問
題
点
を
参
加
者
と
一
緒
に
共

有
し
て
い
っ
た
。
活
性
化
の
モ
デ
ル
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
地
域
も
、
そ
う
で
な
い

地
域
も
後
継
者
不
足
、
一
部
の
人
だ
け
で

回
っ
て
い
る
地
域
づ
く
り
、
人
の
巻
き
込

み
方
、
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
、
な
ど
困
っ
て

い
る
問
題
に
つ
い
て
の
共
通
項
を
見
出
せ

た
。フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

（
２
日
目
）：
綾
の
照
葉
樹
林
な
ど

を
視
察

　

２
日
目
は
綾
町
の
有
機
農
法
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
で
あ
る
「
綾
手
づ
く
り
ほ
ん
も
の

セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
平
成
元
年
に
で
き
た
産
直
品
販
売
場

で
、
有
機
農
法
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
や
加

工
品
を
販
売
し
年
間
３
億
円
以
上
の
売
上

げ
を
誇
る
施
設
で
あ
る
。
店
長
の
梶
山
氏

か
ら
産
直
販
売
場
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ん
だ

後
、
有
機
農
業
の
体
験
農
園
で
人
気
を
博

し
て
い
る
綾
・
早
川
農
苑
に
て
、
有
機
農

業
の
取
り
組
み
を
聞
き
、
実
際
に
野
菜
の

収
穫
、
種
付
け
等
の
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
農
園
で
採
れ
た
野
菜
で
作
っ
た
昼

食
を
取
る
と
い
う
優
雅
な
時
間
を
過
ご
し

た
。

　

午
後
は
綾
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で

あ
る
照
葉
大
吊
橋
の
架
か
る
照
葉
樹
林
帯

を
、
河
野
専
門
監
に
よ
る
解
説
で
実
際
に
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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
活
か
し
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

石
田
　
達
也

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宮
崎
文
化
本
舗　

代
表
理
事

綾
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
専
門
監

　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
６
月
下
旬
に

宮
崎
県
綾
町
で
開
催
さ
れ
た
今
年
度
第
１
回
（
宮
崎
県
綾
町
）
実
践
塾
の
内
容
に
つ

い
て
、主
任
講
師
の
石
田
達
也
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。　
　
　
　
（
地
域
支
援
課
）

地
方
創
生
実
践
塾　

平
成
27
年
度
第
１
回　
　

宮
崎
県
綾
町



山
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。
参
加
者
の
日

頃
の
行
い
が
い
い
の
か
、
こ
の
日
の
日
中

だ
け
は
傘
を
さ
さ
な
く
て
も
い
い
程
度
の

小
振
り
の
雨
と
な
っ
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
２
日
目
、
３
日
目
）：
課
題
解
決

の
た
め
の
事
業
案
作
成
と
発
表

　

２
日
目
の
午
後
か
ら
最
終
日
に
か
け
て

は
自
分
た
ち
が
普
段
「
課
題
」
と
感
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、地
域
づ
く
り
の
「
事
業
」

と
し
て
計
画
し
て
み
よ
う
と
い
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
石
田
の
進
行
の
も
と
行
っ

た
。

　

①
人
材
育
成
②
地
域
資
源
の
活
用
③

移
住
・
定
住
④
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

組
織
間
連
携
、
の
４
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
を

ど
う
や
っ
て
組
み
立
て
て
い
く
か

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
最

終
的
に
発
表
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
ユ

ニ
ー
ク
且
つ
創
造
的
な
事
業
プ
ラ

ン
が
発
表
さ
れ
、
参
加
者
同
士
が

そ
れ
ぞ
れ
の
提
案
に
対
し
鋭
い

突
っ
込
み
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

た
。

　

お
わ
り
に

　

３
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間

で
あ
っ
た
が
、地
域
の
持
つ
強
み
・

弱
み
を
如
何
に
し
て
活
性
化
に
結

び
付
け
て
い
く
の
か
と
い
う
考
え

方
や
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

住
民
自
ら
が
〝
当
事
者
〟
と
い
う

こ
と
を
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な
活

動
を
展
開
す
れ
ば
い
い
の
か
。
日
本
は
、

２
１
０
０
年
に
は
人
口
が
３
０
０
０
万
人

台
ま
で
落
ち
込
む
と
い
う
説
も
あ
り
、
地

方
創
生
と
言
わ
れ
つ
つ
も
、人
口
の
減
少
、

労
働
力
の
低
下
に
対
し
て
実
際
に
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
地
域
が
日
本
中
に

は
多
々
あ
る
。
綾
町
は
昭
和
40
年
代
、
短

期
間
に
半
数
近
い
住
民
が
町
外
に
出
て

行
っ
た
町
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
を
守

る
こ
と
を
軸
に
半
世
紀
以
上
も
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
現
在
花
開

い
て
い
る
。

　

地
域
づ
く
り
は
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も

の
で
は
な
い
。
テ
ー
マ
を
絞
り
、
永
年
の

積
み
重
ね
に
よ
り
生
ま
れ
て
き
た
成
果
で

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
何
が
弱
み
な
の

か
、
何
が
強
み
な
の
か
を
把
握
し
、
具
体

的
な
戦
略
を
も
っ
て
行
動
す
れ
ば
時
間
は

か
か
っ
て
も
必
ず
成
果
は
生
ま
れ
る
こ
と

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
で
あ
っ

た
と
思
う
。
綾
町
で
の
実
践
塾
開
催
の
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
及
び
参

加
者
の
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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第１回地方創生実践塾（宮崎県綾町）の概要

第１日目　６月２４日（水）
	 講義①「導入・まち紹介」
	 	 主任講師：石田	達也	氏
	 講義②「外から見た綾町」
	 	 特別講師：根岸	裕孝	氏（宮崎大学教育文化学部准教授）
	 	 中島	淳	氏
	 	 		（株式会社カルチャーアットフォーシーズンズ代表取締役社長）
	 講義③「綾町の自治公民館の取組」
	 	 特別講師：小西	俊一	氏（上畑自治公民館　館長）
	 パネルディスカッション「綾町の地域づくり」
	 	 コーディネーター：石田	達也	氏
	 	 パネリスト：	 根岸	裕孝	氏
	 	 	 中島	淳	氏
	 	 	 小西	俊一	氏
	 	 	 早川	ゆり	氏
	 	 	 （農業生産法人有限会社シードカルチャー代表取締役社長）
	 	 	 河野	耕三	氏
	 	 	 （綾町ユネスコエコパーク推進室照葉樹林文化推進専門監）

第２日目　６月２５日（木）
	 講義④「ユネスコエコパークについて」
	 	 主任講師：石田	達也	氏
	 フィールドワーク①「綾手づくりほんものセンター」
	 	 主任講師：石田	達也	氏、梶山	剛	氏（綾手づくりほんものセンター店長）
	 フィールドワーク②「綾・早川農苑」
	 	 特別講師：早川	ゆり	氏
	 フィールドワーク③「綾の照葉樹林（照葉大吊橋）」
	 	 特別講師：河野	耕三	氏
	 グループワーク
	 	 主任講師：石田	達也	氏

第３日目　６月２６日（金）
	 グループワークまとめ・発表
	 	 主任講師：石田	達也	氏
	 講義⑤「総括」
	 	 主任講師：石田	達也	氏

グループワークの様子フィールドワークの様子（綾の照葉樹林）


